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第 331回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

『心というのは、言葉を糧としている』 〜 『苦労は自分だけではない』 〜 

 

2025年 5月 25日午前中は、Wifeと CAJ(Christian Academy in Japan）のキャンパスの中にある

KBF(Kurume Bible Fellowship)に出席した(画像)。 午後(13:00〜15:00)は、CAJのキャンパスの

Multi Purpose Roomでの定例の『東久留米がん哲学外来・カフェ』(2008年スタート)であった。 カ

ルタ集を制作された今は亡き『前田こずえ』様のご主人も寄られた。 Wifeは、お菓子を用意して

置いてくれた。 スタッフの皆様の真摯な姿勢には 大いに感動した。『人間の心というのは、言葉

を糧としている ＝ 対話の場 ＝ がん哲学外来・カフェの必要性』を痛感する日々である。。 

 

その後、『読書会』(15:30〜17:00; 東久留米駅前の『East Sideカフェ』)に赴いた(画像)。 読

書会は 2007年スタートし、月１回【新渡戸稲造(1862-1933）著『武士道』(1899年;矢内原忠雄訳) 

& 内村鑑三（1861-1930）著『代表的日本人』(1908年;鈴木範久訳）】を交互に進めている。 今

回は内村鑑三著『代表的日本人』(鈴木範久訳）の『日蓮上人 〜 仏僧 5章 最後の日々』の箇所

であった。 4巡目であろうか！ 担当者に音読して頂き、その後、出席者の質問を受けながら進め

た。 継続の大切さを実感する。『新渡戸稲造と内村鑑三』の苦難の人生を通して、『苦労は自分

だけではない』(新渡戸稲造）の学び日々である。 

 

『読書会』の後、wife と参加者と『East Sideカフェ』の隣のインド料理店ルチアで夕食の時をも

った。 大変楽しい充実したひと時となった。 読書会に毎回出席されている、秋月隼人氏と萩原恵

子氏に、この度、『偉大なるお節介症候群認定証』が授与された(画像)。 また、既に『偉大なる

お節介症候群認定証』を授与されている三国浩晃氏が、今年(2005年)11月頃【『横浜がん哲学外

来・カフェ』17周年記念シンポジウム】を企画されるようである。 実現が楽しみである！ 

 

筆者は、2008年 1月順天堂大学の病院の診察室で、無料の『がん哲学外来』を始めた。『病院の

外の街の中』に最初に出たのが、2008年秋『横浜がん哲学外来・カフェ』であった。 そして『東

久留米がん哲学外来・カフェ』へと繋がった。 『不思議な時の流れ』の体験である。 
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